
年長さん「キャンドルファイアー」を実施！ 

～みんなで手遊びやゲーム、花火も楽しみました！～ 

７月９日(金)夕方、年長組さんの「キャンドルファイアー」が実施されました。この日、子ども達は午前

中保育でいったん帰宅してから夕方に登園してきました。夕食まで各クラスのお部屋で待機したのです

が、夕方の幼稚園に友だちと一緒にすごすという体験に、子ども達のテンションは高まっていました。 

 

 

キャンドルファイアーの前に、みんなで先生方の手作りカレーを食べました。きりん組さんから遊戯室

にカレーをもらいに行きます。「いっぱい入れて！」と元気にお願いする子もいる程大人気でした。 

給食を食べるときのようにグループに分かれてみんなで「いただきます！」食後にはゼリーのデザート

が出ました。 

 

 

 

いよいよ本日のメインイベントであるキャンドルファイアーです。本来はキャンプファイアーを園庭で

行う予定でしたが、激しい夕立のため遊戯室でキャンドルファイアーに変更となりました。 

 

 

 



遊戯室に入ると子ども達はキャンドルファイアーを囲むように並びました。まずは園長よりキャンドル

ファイアー開催の挨拶をいただきました。そして夕やけこやけをみんなで歌いました。歌っていると遊戯

室の照明が消えました。そんなとき、キャンドルファイアーの明かりだけが輝く遊戯室に火の神様が来て

くれました。 

 

火の神様が正面に立つと、司会の先生から「火の神様の言葉をいただきます。」と一言。火の神様が、

「遠い昔から私たちは火と一緒に暮らしてきました。寒い冬に温めてくれるのも、温かい食べ物を作るの

にも火が必要です。････火を大切にすることは自分を守る事にもなります。だから大切に使ってくださ

い････。」という火の大切さを述べた後、代表の子ども達に分火しました。火の神様から分火の時に、きり

ん組さんには「お友だちと助け合う火」を、らいおん組さんには「お友だちと一緒に最後まで頑張る火」

をいただきました。 

分火した火をキャンドルファイアーに灯します。その後みんなで燃えろよ燃えろを歌いました。 

. 

そしてみんなでゲームや手遊び歌を楽しみました。 

まずは年少組の先生から、手遊び歌「かみなりドンがやってきた」を楽しみました。『かみなりドンがや

って来た♪隠さないととられるぞ♪』と歌いだして『かーくすのはー？』のところで指定された体の部分

を隠します。はじめはゆっくりとしたリズムで隠す部分もひとつだけですが、どんどんスピードがはやく

なり、隠す部分も増えていきます。子ども達は大急ぎで体を隠します。なかには個性的なポーズで隠す子

もいました。 

次は年中組の先生と「つかめつかめ」というゲームを楽しみました。2 人組になって『つかめつかめ♪

手をつかめ♪』のリズムにのって『て・て・て・て パチン！』のところで 1 人の子が手をおろし、もう

1 人の子がそれを手で挟んで止めるゲームです。このゲームもスピードがどんどんはやくなり、おろす手

を止めるのが難しくなります。手をおろす方も止める方も大盛り上がりでした。 



 

次は年少・ばんび組の先生と「猛獣狩りにいこう！」というゲームを楽しみました。『猛獣狩りにいこう

よ♪』とみんなで歌い、『 あ！ ○○！』の○○(動物名)の文字数の人数でグループを作ります。 

どんどん動物の名前が長くなり、終盤には近くの先生も入れてなんとかグループを完成させていまし

た。 

再びキャンドルファイアーを囲むように整列し、ジャンボリミッキーを踊りました。毎朝踊っています

がキャンドルファイアーを囲って踊る姿はいつも以上に元気なジャンボリミッキーでした。 

 

最後に、照明が消えキャンドルファイアーの灯りとともに夕やけこやけをみんなで歌いました。 

すると火の神様がまた来てくれました。火の神様から「今日の日がみんなの心の中にあたたかい思い出

となりますように。そしてひとりひとりが大きくなって、お友だちと助け合ったりお友だちに優しくでき

る子であったりしますように、火の神様、みんなの先生、お父さん、お母さん、おじいちゃん、おばあち

ゃんが応援しています。頑張ってください。」というお言葉をいただきました。 

 

キャンドルファイアーの後は花火大会です。 

雨が上がった園庭に十数本の花火が並べられており、子ども達はりす組のお部屋の前で花火を見学しま

した。花火が打ちあがるたび子ども達から「わー！」「すごーい！」という声が聞こえてきました。 

 

花火大会が終わり、みんなで遊戯室に集まって園長のお話を聞いてキャンドルファイアーは終了になり

ました。お迎えに来てくれたお父さんお母さんに楽しそうにキャンドルファイアーのことを話す姿が印象

的でした。 

 


